
:1r-　-ト_】ここ-dI,∴ ､一二≡

】づ;C3h SこLIOC) 2Lり-

ちの夢を
で応援

百年の伝統-ゆるぎない｢心｣の教育｡

石見地域の人材育成の中核校を目指します

百fE余の歴史ある本校は､ ｢石見哲翠鯨高等学校｣に校辛を

空TTlilL､次の百年に向けて新たなスタ-トを切りました

亨軌E.七校のEj指す姿は,島恨県中西部､いわゆる｢十1見｣地域人

frFl成のための中核校となることです⊂教台の柱を,建′j･-

の1.1i神である｢四つのLIJ (低い心､温かい心､優しいJLL

T71しい心)の教育による心豊かな人間づくりと､生徒たT,U,)
rFJ5｣を応援することE:置きます｡みなさん(:は､将来の職業､

博邦　大字進学･スポーツで全国大会出場など､さまざまな｢夢｣
があると臥､ますA本校は　私学であることの磯みを最大醍

活かすとともに教職員全員でみなさんの｢夢｣を応援いた

しますゥみなさんの｢夢｣を石見哲葦鯨高等学校で実現して

みませんか｡

百年の伝統と歴史ある本校で君の陽月の実現を

F消雪翠館高等学校(:校名を変更Lて一年fJ.経ちました百無下, ･■二戸一

つt flL名もすっかり県内　外!:馴染み一段こ文武両這J)芋園=′RE(i:

-7弟を積み実額の顔を丸んでいますC昨FF唾も国公立大　々治巧者を

達FilL　ミ三連続のtiL挙を吠し遂げる事が出来ました,更Lこき斗号二;,

多読Jノ-fEが超難関国公立大学L:挑む体利作りめ教員　三fE i謹書

≡詣壷蒜ETk言芸　ご)逐梢も噴築されニJ7ヰ間が本税ことりましてはィ'iと発注!,弓に

'至,=<　　　　　　-,る事を1≡しています部活数におきましてもラグヒ一計は今別こき

竹迫　繁　花庭へ2LJ年産別項を目指し､野球部も昨秋中匡人と′＼7卜｣別
を果たし､壌妻の名に恥L,ない活躍をし　甲+園出場の機会を11-てい

ます　又吹奏某f･:ほ昨年末世界最高峰のオーストリア｢7J-/宇il

協会大ホーIL:二お･､てクリスマスコ/サ-トを行.､大絶賛Jj?,耳亡を

頂き一人一人大き+,-自信とf=り､今後一層の括意fJA期等さrLまう　この

よう::､それぞれカ高い目標を持ち学ぶ喜-)と菓Lr.1ず転′　El=を通し

て,各自のr夢川実鳳二向けて挑戦し掛ナています､ii達二三そ′ノ主f壬Lj

苛の実現達卜夏.こ=1.†てLE三六三三汚染しま寸

君の夢は､
何ですか?

教師醐T=い

医師になりたい

建築家になりたい

スポーツのプロに
なりたい

弁蕃士にな｡たい

夢に向かう第一歩は

石見智翠館高等学校から

夢
は
無
限
大
'
可
能
性
も
無
限
大
｡

石
見
智
翠
館
高
等
学
校
は
､
学
習
､
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ン
､
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
豊
か
な
心
と
高
い
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間
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を
育
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'
伝
統
あ
る
学
校
で
す
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
と
未
知
な
る
可
能
性
を
大
き
く

引
き
伸
ば
す
独
自
の
指
導
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ス
テ
ム
で
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ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
｡

ま
だ
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な
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君
た
ち
の
お
ぼ
ろ
げ
な

未
来
の
夢
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ど
ん
ど
ん
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き
だ
す
大
切
な
三
年
間
を

豊
か
な
自
然
と
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百
年
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o


